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　CEA　RIA　kit（二抗体法，　Eiken）について測定上に関

する基礎的検討を行い次の結論を得た．

　1）被検血清は0．1m～，　CEA抽出操作は不要で有り，

操作が簡便である．

　2）標準曲線の再現性はC．V．6．5～12．2％の間に有

り良好であった．

　3）Incubation条件は第1インキューべ一ション室

温で16時間以上，第2インキューべ一ション室温で30

分以上で十分で有る．

　4）被検血清の再現性，稀釈試験，回収試験等はいず

れも良好なる成績が得られた．

　5）本キットとサンドイッチ法との相関係数はr＝

0．824（p〈0．01，n－45）であった．

　6）当院職員の血清CEA値は，17名は測定感度以

下で残る30名のM．V．土SD．は1．67土0．43　ng／mlであ

Pた．

　7）悪性疾患の陽性率は，2．5ng／ml以上を陽性とした

場合59．0％（78／132）で内訳は大腸癌68．4％（26／38），

胃癌54．2％（32／59），胆嚢癌80％（4／5）等で有った．

　RadioimmunoassayによるB型ウイルス性肝炎関連

抗原・抗体の測定はHBs抗原・抗体を初めとしHBe

抗原・抗体およびHBc抗体の測定を可能としている．

今回われわれは，HBe抗原・抗体測定用RIAキットに

ついて基礎的検討を行ったので報告する．

　結　　論

　1）incubation条件

HBeAg；1st．25°C，22時間

　　　2nd，45℃，3時間

AntiHBe；1st．25°C，22時間

　　　　2nd．45°C，3時間

　設定条件は厳密に一定を保つ必要がある．

　2）再現性

・同時再現性の変動係数

　HBeAgは比で4．9～7．9％，　AntiHBeも率で0．5～

92．2％の間にあった．

。日差再現性の変動係数

　HBeAgは比で11．1～31．5％，　AntiHBeは率で1．4～

137．5％の間にあった．

。同時，日差再現性ともに判定基準に変化を示した検体

は認めなかった．

　3）希釈試験

　高濃度検体でも一定の希釈倍率以上では直線性が認め

られる．

　4）測定感度

　RIAはMD法に比し，ほぼ500倍程の感度を有す
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